
◇その他の活動報告（歓迎交流会） 

◇その他の活動報告（ドイツ紹介講座） 

グドルンさん（Dr. Niehues Gudrun、福井大学研究員）をお招きしてお話を伺いました。

彼女はノルトランド・ヴェストファレン州ミュンスターランド出身で、福井大学遠赤外領域

開発研究センターで、遠赤外線の、特に水中の物質への影響を研究している物理化学者です。 

実験様子の紹介のほか、ドイツ地方都市（ルール工業地帯、ブレーメン、カールスルーエ、

ライプチッヒ）などの写真を提示しながら、各地の紹介がありました。 

グドルンさんが研究を行っている遠赤外線が、実際に身近でどのように使われているのか

などについて、来訪者は興味深く耳を傾けていました。このほか、自らが研究者になった理

由や、福井で働く印象、個人的な生い立ちなどの質問を受け、丁寧に答えながら、会員との

和やかなひと時をすごしました。（2015 年 7 月 5 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新会長ご挨拶 村田幸子 
 

会員の皆様にごあいさつ申し上げます。去る７月の総会におきまして、１０年

にわたって会長を務めて来られた酒生耀子会長より、その職を引き継ぎました村

田幸子です。 

昨年(２０１４年)１０月、福井県は、ハールブルク郡・ヴィンゼン市と友好協

定締結１５周年を迎えました。これを記念し、今年３月にヴィンゼン市における

１５周年記念行事が行われることとなり、私も、５周年、１０周年記念に引き続

いて、３度目の訪独参加となりました。 

これまで、企画運営委員として、ドイツとの交渉と調整を重ねて参りましたが、

今回の訪独においても、ドイツサイドからの福井への変わらぬ強い親睦の念に触

れて、訪独団全員、感激の中の帰国となりました。 

また、ヴィンゼン独日協会においても、昨年３月に、元会長のボド・ベッケド

ルフ氏が会長職に再任され、福井とのより強い結びつきと、精力的な交流活動を心から望んでおられることがわかり

ました。それとは対照的に、本会の活動状況は、決して、順風満帆という状態でないことは、皆さんにもご想像に難

くないと思います。県では、かつての国際課がなくなり、現在、観光振興課が担当課となっていますが、業務はすべ

て本会独自で進めていくこととなりました。しかし、本会の活動は、友好協定締結都市をもつ県とのタイアップなし

にはありえず、これからも県の協力を得ながら、また、我々も県に協力しながら活動を進めていくことに変わりはあ

りません。こうした変化する時局の中、皆様の思いを受けて、微力ながら、会長職という分不相応な職をお引き受け

することを決断致した次第です。 

しかし、何と言っても、本会の明るい未来のためには、会員お一人お一人の協力は欠かせず、これなしに本会の維

持と発展はありえません。とりわけ、今秋には久しぶりに１０名以上のヴィンゼン市民訪日団が福井を訪れることと

なっています。福井がこれまで温めてきた交流のつぼみの一つ一つを、ぜひ皆さんの手で花咲かせましょう。 

以上、この場をお借りして、皆々様にはより一層のご協力とご支援を頂けますよう、心よりお願いし、私の就任挨

拶とさせて頂きます。 

 

役職紹介（敬称略・五十音順） 

［名誉会長］栗田幸雄 

［顧  問］石本理、酒生耀子、中山茂雄、堀川馨（㈱シャルマン代表取締役会長）、三浦和彦、 

光野稔（福井テレビジョン放送㈱代表取締役社長）、宮腰義博（福井放送㈱代表取締役社長） 

［役  員］村田幸子（会長）、須藤邦久（事務局長）、加藤禮一（監事） 

岡田幸子（企画運営委員）、川崎建太郎（同委員）、川村真奈美（同委員）、高橋英一（同委員） 

福住篤（同委員） 

 

ＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬ    ２０１５年度・活動計画    ＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵ 
 

計画１ ドイツ親善訪日団との交流 
 

福井県と友好関係にあるドイツハールブルク郡とヴィンゼン市からの親善訪日団が福井を訪れます。滞在期間中、交

流活動を行います。（滞在期間１０月２３日～２６日予定） 

 

計画２ 福井国際フェスティバル２０１５に参加 
 

１０月２５日（日）、国際交流会館を会場に開催されます。会場内にドイツ紹介（ハールブルク郡とヴィンゼン市）の

ブースを設け、併せて訪日団との交流活動を行います。 

福井県日独友好親善協会便り 

 

＜事務局からのお知らせ＞ 
 

ボランティアスタッフを募集しています。ご一緒に活動しませんか？ 

１ ドイツ親善訪日団との交流活動をサポートするスタッフを募集します。 
２０１５年１０月２４日（土）、２５日（日）に交流活動を行います。 

併せて滞在期間中（１０月２３～２６日・3泊）のホームスティ宅（ドイツ語能力不要）を募集します。 

 

ベッケドルフ会長のスピーチがあります。お誘い合わせの上、多数ご参加下さい。 

２ 福井国際フェスティバル２０１５で交流活動をサポートするスタッフを募集します。 
２０１５年１０月２５日（日）開催のフェスティバル、会場内にドイツ紹介（ハールブルク郡とヴィンゼン

市）のブースを設け交流活動を行います。 

 

新規会員を募集しています。ご一緒に活動しませんか？ 

３ ２０１５年度の年会費の振込みを９月３０日までにお願いします。（入会金は不要です。） 

［年会費］２，０００円 ［振込先］福井銀行県庁支店 ［口座番号］普通１０３８９７０ 

［名 前］福井県日独友好親善協会（フクイケンニチドクユウコウシンゼンキョウカイ） 
 

★お問合せ先★ 

福井県日独友好親善協会事務局 須藤 

tel/fax 0778-51-5945 e-mail kunihisa@snow.ocn.ne.jp 

 

ベッケドルフ新会長・来日 

ヴィンゼン独日協会ベッケドルフ新会長とレンツ副

会長が、西川知事を表敬訪問されました。歓迎交流会

（夕食会）を開き、今後の交流活動について話し合い

ました。（2014 年 10 月 23 日） 

カットナー前会長・来日 

ヴィンゼン独日協会カットナー前会長夫妻が

福井を訪れました。歓迎交流会（夕食会）を開

き、カットナー前会長の約１０年間に及ぶご尽

力に感謝しました。（2014 年 4 月 12 日） 

 



ＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬＷＬ    ２０１４年度・活動報告    ＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵＦＵ 
 

◇１５周年記念訪独（２０１５年３月４日～１０日） 
 

栗田幸雄名誉会長を団長とする総勢６名の訪独団は、２

０１５年３月６日の記念式典に先立ち、前日の５日、ヴィ

ンゼン市長を表敬訪問しました。友好協定１５周年の証と

し、ゴールデンブックに訪独団６名の署名と日本大使館ハ

ンブルク領事が署名をした後、歓迎昼食会に参列しまし

た。 

６日の記念式典は市庁舎前のヴィンゼン・マールシュタ

ールを会場に午後６時から催され、多数のヴィンゼン独日

協会会員に参列して頂きました。式典ではハールブルク副

郡長から「この友好協定の目的と意義は、人と人との国境

を越えた結びつきであり、それを強め深めていくことにあ

る。そして、それが国際的な良い協力関係に寄与すること

になる。」という祝辞が述べられました。また、日本大使館

ハンブルク領事からは「長きにわたる友好関係が両地で続

いていることは素晴らしく感嘆に値する。」と高い評価を受

けました。式典中、ヴィンゼン独日協会会長夫人によるドイツ童謡のピアノ演奏、同副会長レンツ氏による思い出話

などが披露されました。なごやかな雰囲気の中、１５周年記念式典が進められ午後９時半までの長時間にわたり親交

を深めることができました。 

３月４日から９日までの滞在期間中、会員はヴィンゼン市内のエネルギー関連施設などを訪ね電力事情を学ぶほか、

５泊のホームスティによりドイツ暮らしを堪能しました。 

◆ヴィンゼン市長表敬訪問（２０１５年３月５日） 

独サイド参列者： 

ショーネッケ氏（ハールブルク副郡長）、ヴィーゼ氏（ヴィンゼン市長） 

ローデ氏（ヴィンゼン独日協会名誉会長）ベッケドルフ氏（同会長）、レンツ氏（同副会長）、独日協会役員数名 

深川氏（在ハンブルク領事事務所） 

 

◆友好協定１５周年記念式典（２０１５年３月６日） 

独サイド参列者： 

ハルデン氏（ハールブルク副郡長）、リーク氏（ヴィンゼン副市長） 

ローデ氏（ヴィンゼン独日協会名誉会長）、ベッケドルフ氏（同会長）、レンツ氏（同副会長）、会員多数 

深川氏（在ハンブルク領事事務所） 

各エネルギー関連施設代表（社長） 

 

＜訪独団６名＞ 

栗田氏（福井県日独友好親善協会名誉会長・福井県国際交流協会理事長） 

村田氏（福井県日独友好親善協会会長代理）、川崎氏（同会員）、須藤氏（同会員）、髙橋氏（同会員） 

薮田氏（福井県国際交流協会専務理事） 

 

 

 

訪独の想い（川崎） 
 

ヨーロッパへ行くと不思議とゆっくりと流れる歴史の中に自分が居るよ

うに感じます。初めて訪れたヴィンゼン、そしてリューネブルク、期待通

りの素晴らしい町でした。 

そして、市庁舎での緊張しながらのゴールデンブックへのサイン。（地

元テレビで放映されていました。） 

ヴィンゼン独日協会の皆様、本当にお世話になりました。 
 

 

 

 

訪独の想い（須藤） 
 

１５周年記念行事に訪独団の一員として参加させていただきました。今回

のヴィンゼン訪問は約１０年振りでした。また、全日程ホームスティという

のは、はじめての体験でした。市内のエネルギー施設を見学しましたが、ヴ

ィンゼン市にはエネルギー供給源として、太陽光、風力、水力およびバイオ

ガスによる火力もあり、まさにオールマイティーです。バイオガス・プラン

トでユニークなのは、原料に甜菜（砂糖大根）を使用していたことでした 

２００６年の庭園博覧会に福井から出展した日本庭園「友情の庭」を見に

行きました。シンボルの石灯籠を中心に八重桜３本の佇まいが風情を醸し出

しておりました。福井へ来られたことのあるズェーカーさん（独日協会員）

が、献身的に維持管理をして下さっているとの事でした。 
 

 

 

訪独の想い（髙橋） 
 

ドイツは２回目になる。１５年前の友好協定調印の時と今回の１５周年記

念式典の時だ。共に、機会にも恵まれ参加することが出来た。 

ドイツとの出会いは２０年前に遡る。一冊の本「ドイツを探る～ロマンと

アウトバーンの国～」（小塩節著）との出会いだ。表紙のキャッチコピーとポ

ルシェ９１１の写真に魅かれるものを感じた。そして機会があればドイツの

走り方・ドイツの飛び方を探りたいと考えていた。今回の訪独、コードゥラ

家（５泊）の皆さんに貴重な体験をさせて頂いた。アウトバーンを時速１８

５キロメートル（セスナ機の巡航速度だ）で走ったこと、ドイツの空を女性

教官と飛んだこと、飛行クラブを２か所（フィッシュベク、リューネブルク）

訪ねることができたこと、エアバスハンブルク工場に行ったこと、夜のミニミニコンサートに出かけたことなど。 

ドイツのロマンを探りたい。ドイツの空をもっと楽しむために、頭の筋肉・耳の筋肉・口の筋肉を鍛え、次回の訪

独に備えたい。 
 

 

 

訪独の想い（村田） 
 

この度は、全行程ヴィンゼン市に滞在という、これまでに無い旅行内容と

なりました。このため、ヴィンゼン市をより身近に知ることができ、大変思

い出深いものとなりました。 

記念式典では、福井にも来られた独日協会員の懐かしい顔ぶれが多く見ら

れ、「〇〇さんはお元気？」と福井の会員の消息を親しく尋ねられました。 

滞在中はベッケドルフ会長自らがミニバンを運転してエネルギー関連施

設を案内して下さり、ホームスティ先でも心温かいおもてなしを受けまし

た。 

福井からもっと多くの方が参加していれば、さぞかし良かっただろうと残

念にも思われる訪独でした。 

友好協定１５周年の証「ゴールデンブック署名」 

ヴィンゼン市長表敬訪問「参列者一同」 １５周年記念式典「栗田名誉会長の祝辞」 


